
様式第１号（第１０条関係） 

 

２０２５年度業務実績報告書 

提出日 ２０２６年 １月１６日 

 

１．職名・氏名 准教授・細井公富     

 

２．学位  学位 博士（農学）、専門分野 応用生物科学、授与機関 京都大学、授与年 平成

１６年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

化学１（２単位，毎年開講）１年次  

② 内容・ねらい 

物質の構成要素である原子・分子の構造と性質、分子の結合状態と反応性、化学量論や溶液濃度の

計算、酸・塩基や酸化・還元などの化学反応について、高校の化学の再学習とこれから学ぶ専門分

野に必要な化学の基礎を学習する。  

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

２年次以降の学部専門科目の学習に必要となる、化学の基礎知識について、高校で化学の学

習が不十分な学生についても確実に習得できるよう丁寧に指導を行なった。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

海洋生物資源学フィールド演習１（２単位，毎年開講）１年次  

② 内容・ねらい 

講義や施設見学を通じて海洋生物資源学科における学習内容を俯瞰し、その学術的・社会的意義を

考えるとともに、グループで協力して課題研究に取り組むことで、大学での学習に必要な知識・技

能、思考力、コミュニケーション力を身につける。  

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

課題研究の指導（分担）と、ゲストスピーカーの講義（１回）を担当した。課題研究では、

小浜での実験実施、データ取りまとめおよびプレゼンテーション作成の指導を担当し、学生

が自発的に研究に取り組めるよう、学生同士の議論やコミュニケーションが円滑に進むよう

に配慮した。ゲストスピーカーの講義は、本学部特任講師の森氏の講義を担当した。 

【ゲストスピーカー １人】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食品栄養学（２単位，毎年開講）３年次  

② 内容・ねらい 

食品の栄養成分と機能に関する基礎知識を習得するとともに、健康、疾病と食品との関わりに

ついての問題を理解する。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

基本的な栄養素について、化学的特徴・生理機能・関連疾病などを概説した。今日の日本に

おける食習慣と疾病に関連する内容や、近年増加する機能性食品成分についての特に重点的

に講義を行なった。単なる知見の紹介ではなく、受講者の食習慣と関連付けて今後の生活習

慣の改善に役立つような知見の提供を心がけた。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食品機能化学（２単位，毎年開講）大学院  



② 内容・ねらい 

各種食品機能性（主に３次機能）について，その化学的・生理機能特性を最近の研究動向を交

えて講義し討論する。また，国が進める保健機能食品制度について，制度の概要と成り立ちを

理解すると共に，その問題点について議論する。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 専門分野の異なる学生にも理解でき，また積極的に議論に参加できるよう講義内容の選定を

行った。また，種々の機能性食品がどのような制度および科学的根拠に基づいて販売されてい

るのか，学生自身が興味を持ち，情報収集を進められるように工夫した。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

科学英語 II（２単位，毎年開講）３年次  

② 内容・ねらい 

研究室に分属した３年次生を対象に，研究室の研究分野に関連した英文読解を行なう。自然科

学分野の書籍・文献の構成や特徴を理解し，専門用語を習得すると同時に，内容の理解を深め

る。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 卒業論文での課題に直接役立つ実験技術や専門知識に関する書籍・文献を教材として選択し、

輪読形式で読解した。丁寧な和訳を行なわせ，適宜添削を行なうことで緻密な読解力を養った。

近年，英文を読解しそれを和文で表現するための基礎国語力が不足した学生が散見されるため，

このことを学生に自覚させ，またその不足を補うような基礎的内容に重点を置いている。さら

に，受講生に自由に選択させたトピックについての英語でのプレゼンテーション作成課題や，

生物学関連の英語での講義映像を用いるなどの工夫を行った。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

地域活性化演習（1単位，毎年開講）2年次  

② 内容・ねらい 

水産業のほか、地域産業や環境保全活動について、フィールドワークや体験を通じてその成り

立ちを理解し、さらにその学習内容に基づき，地域産業や活動の活性化に必要な要素を自律的

に学ぶ。このような試みを通じて地域の人々と交流することで学生のコミュニケーション能

力・企画力・情報発信力・行動力を養い，さらに本演習での成果を地域に還元することを目指

す。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

地域情報を発信する web マガジンのコンテンツ作成では、ゲストスピーカー２名による講

義とフィールドワークを実施した。また、里山保全活動を行うNPO法人と協働して、植林

の混交林化活動に関するゲストスピーカー講義による学習と活動への参加、およびエコツア

ー企画に参画した。可能な限り地域の人々と交流する機会を多く設けて，学生自身が体験を

通して地域の現状や課題を学べるよう工夫した。 

【ゲストスピーカー ３人】 

【フィールドワーク 2件】 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

基礎演習（1単位，毎年開講）3年次 

②内容・ねらい 

研究室分属した 3 年次学生に対して，研究室の研究分野に関連する文献を読解し，その概要を

口頭発表するとともに，発表内容についての質疑応答を通じて，研究分野の内容・研究手法に

関する理解を深める。 



③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 水産化学・生化学・分子生物学分野に関連する英文の学術論文の読解指導を行った。また，

論文内容の発表について指導した。積極的な討論を促し，討論する能力の涵養を計った。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

専攻演習（２単位，毎年開講）４年次 

②内容・ねらい 

各研究分野に関連する専門書や学術論文を紹介あるいは読解し，議論を行うことによって，研

究の背景および内容の理解を深める。 

各分属研究室に関連する国内外文献を読解することにより、専門分野の課題と研究動向につい

ての理解を深める。また，文献の内容を総括し発表する能力および討論する能力を養成する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 英語の学術論文の読解を中心に行なうことで，自然科学分野の英語読解力を高めながら，専

門分野の知識を養った。さらに，論文で示された実験結果を客観的に理解し，当該分野の知見

と関連させながら議論できるよう指導した。また，パワーポイントを使用して論文内容を発表

することで，プレゼンテーション能力や，討論能力を養成した。 

  

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食品化学実験（１単位，毎年開講）２年次 

② 内容・ねらい 

魚貝類を材料として，最も基礎的な食品成分である一般成分の分析原理と分析方法を学ぶ。ま

た，実験データの処理手法を学習する。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 小浜市の特産品である「醤油干」を材料にし、魚種や加工法の違いによる成分変化を分析し、

さらに官能検査によってその変化を「体験」させた。身近な材料を使用し、各種成分とその食

品機能性との関連を学ぶことができるように工夫した。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

化学実験（１単位，毎年開講）２年次 

② 内容・ねらい 

化学薬品の扱い方や実験器具の取り扱い方等，実験室で安全に実験を行うために必要な事項に

ついて講義するとともに，種々の化学分析 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 海洋生物資源学は，多種多様な学問領域を包含するが，化学分析手法は様々な分析の基礎に

位置づけられる実験手法である。本実験では，実験操作で最も重要な要素である安全性につい

ての知識と技術を，講義と実習によって習得させると共に、広い分野で利用される化学分析法

の基礎実験力を養い、安全で正確な実験操作の重要性を理解できるように心がけた。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

専門特別講義１（１単位，毎年開講）１年次  

② 内容・ねらい 

最先端で活躍する研究者を招聘し、セミナー形式で講義を行う。海洋生物資源学専攻の各研究室か

ら 1名ずつ推薦された研究者を講師とする。   

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

外部講師の海山漁協組合長田辺善治氏、鳥浜漁協組合長田辺喜代春氏の窓口を担当した。 

【ゲストスピーカー １人】 



 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

海と暮らし（１単位，毎年開講）１年次  

② 内容・ねらい 

海洋生物資源学に関連する多様な学問領域のトピックスを紹介する。水産食品の品質に関する講

義を担当した。海洋生物資源学に関する多様な知識と幅広い見識を修得し、海洋環境や生物資源

が人々の生活や社会に与える影響について考察する力を養う。また、地域および地球規模の課題

に対して、持続可能な利用や保全の視点から主体的に考え、行動するための基礎的な能力を身に

つける。   

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

他大学、他学部も対象にした講義であるため、海洋生物資源学に対する幅広い学生の興味を

喚起できる様に講義内容を構成した。食品に関連する内容であるため、受講者の今後の食生

活の向上につながる様に工夫した。 

 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

 

 

 

 

【０本】 

② 学術論文（査読あり） 

１. Improvement of fish flavor by the feed supplemented with sake lees.  Shinya Kawabe, Ryusei 

Shimoda, Takaaki Yoshida, Masatomi Hosoi, 他計 15名. Fish. Sci.(91). （2025年 6月受理） 

２. Anisakis larvae in live-caught chub mackerel from Japan: tissue-specific distribution and 

sibling species identification Fumio Takizawa, Fumiya Ito, Kouki Kakita, Masatomi Hosoi, 他計

17名. Fish. Sci. (2025年 12月受理) 

 

 

 

 

【２本】 

③ その他論文（査読なし） 

 

 

 

 

【０本】 

④ 学会発表等 
３. マサバへしこの脂肪酸ヒドロキシ化脂肪酸の解析、令和 7年度日本水産学会春季大会（2025 年 3 月）吉田

孝彰・今道力敬・下畑隆明・水田尚志・横山芳博・細井公富 

４. 長期発酵マサバへしこのフードメタボロミクス、令和 7 年度日本水産学会春季大会（2025 年９月）吉田孝

彰・細井公富・今道力敬・下畑隆明・水田尚志・横山芳博 

５. さばへしこ脂質成分の経時的変動と脂肪酸ヒドロキシ化脂肪酸の消長、日本食品科学工学会第７２回大会

（2025年 9 月）吉田孝彰・今道力敬・下畑隆明・水田尚志・横山芳博・細井公富 

６. マサバへしこ発酵における成分変化と嗜好性の関係、令和 7 年度日本水産学会中部支部大会（2025 年 11

月）吉田孝彰・今道力敬・下畑隆明・水田尚志・横山芳博・細井公富 

７. マサバ飼料におけるヒスチジン添加の有効性令和 7 年度日本水産学会中部支部大会（2025 年 11 月）山越

佑馬・細井公富・水田尚志・横山芳博・佐藤秀一 

【５件】 

⑤その他の公表実績 

 

 

 

【０本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

・受託研究費（高浜町）：67.5万円 

・大学発新産業創出基金事業 スタートアップ・エコシステム共創プログラム TeSH GAPファ

ンドプログラム（分担）：１５０万円（総額３０００万円） 

・未来協働プラットフォームふくい推進事業：２０万円 

・若狭地域産官学水産連絡会議 地域貢献研究：１０ 万円 

【学内】 

・戦略的課題研究（分担）：４０ 万円 



 

(3)特許等取得 

 

(4)学会活動等 

 

 

 

 

５．地域・社会貢献活動 

①-4南川上流の活性化事業協議会委員（令和 7年４月〜） 

②・高浜市「新ブランド魚研究養殖事業」への参画と研究受託（令和３年 12月〜） 

 

⑤・WebサイトNEST INN OBAMA（小浜市に関する情報発信）への参画（学生による記事

執筆、令和 2年〜） 

・南川流域の環境・文化に関する情報誌「ii 川」の企画・監修への協力（合同会社おおい町

地域電力、令和３年 12月〜） 

 

⑥・公開講座「海洋生物資源学科を体験してみよう！2025」（令和 7年 9月） 

⑦・第 27回「ジャパン・インターナショナル・シーフードショー」出展（令和 7年 8月） 

「マハタへのシソ給与の効果」 

・北陸技術交流テクノフェア出展「サバへしこに含まれる機能性脂質」出展（令和７年 10

月） 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

・保健・学生相談センター運営会議 委員（令和７年度〜） 

・遺伝子組換え実験安全委員会 委員（令和 7年度〜） 

【学部学科】 

・オープンキャンパス担当 

・JABEE委員会 

・卒論担当 

・フィールド演習課題研究担当 

・アドバイザー 

(3)学内行事への参加 

・入試説明会（大野高校（訪問）令和７年７月） 

・白樫祭参加（小浜キャンパス、令和 7年 10月） 

・オープンキャンパス、前日イベント担当（小浜キャンパス、令和７年 8月） 

・ランチタイムセミナー（小浜キャンパス、令和 7年 12月） 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 


